
  仙北市
せ ん ぼ く し

大羅迦内
お お ら か な い

地域森林整備推進協定の締結について 

 

秋田森林管理署では、民有林と国有林が連携して森林整備を進めるため、当

署と仙北市、森林総合研究所森林整備センター秋田水源林整備事務所の３者に

よる森林整備推進協定を下記のとおり締結しました。 

 

1 協 定 日    平成 28 年 7 月 25 日（月曜日） 

2 協定場所    仙北市役所田沢湖庁舎 

3 協定締結者  仙北市長  門脇 光浩  

                森林総合研究所 森林整備センター 

秋田水源林整備事務所長  神尾 則好 

林野庁 東北森林管理局 秋田森林管理署長 二村 信三 

4 立 会 人    秋田県仙北地域振興局森づくり推進課長 小坂 琢也 

5 協定書名    仙北市大羅迦内地域森林整備推進協定 

6 対象地域    仙北市西木町小山田（大羅迦内地域） 

 

協定の概要 

目的 

 協定者が、森林の整備の実施に関して相互の緊密な連携と協力のもと、仙北

市大羅迦内地域森林共同施業団地を設定し、合理的な路網整備及び効率的な森

林施業の実施に取り組むことを目的とする。 

 

設定面積 

 協定対象地域（森林共同施業団地）  

仙北市大羅迦内地域   森林面積 ３１３ha(民有林 105ha、国有林 208ha) 

 

事業の内容 

 効率的な作業システムを考慮した森林作業道の整備 

  間伐材の安定的な供給と低質材の有効利用の推進 

  低コストで現地に適合した作業システムの導入の推進 

 

協定期間 

  平成 28 年 7 月 25 日～平成 32 年 3 月 31 日 
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（左から、秋田水源林整備事務所神尾所長、仙北市門脇市長、秋田森林管理署

二村署長、秋田県仙北地域振興局森づくり推進課小坂課長） 


